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Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

S→ ←N 

GC-U 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

G
C

-
Ｕ

 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
ＦＫＯ断層の代表測線（音波探査記録） 

第297回審査会合 
資料3 P57 加筆・修正 
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Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

ＦＫＯ K-1 
S→ ←N 

BX 

C 

GC-U 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

D2 

D1 

G
C

-
Ｕ

 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
ＦＫＯ断層の代表測線（音波探査解析図） 

第297回審査会合 
資料3 P58 加筆・修正 

・ＦＫＯ断層は，D2層の高まりの頂部に位置し， D2層上面以上に明瞭な変位や変形が認め
られ，正のフラワーストラクチャーを示す。 
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←NW SE→ 

No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

SE→ ←NW 

約250m 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 
300m 

250m 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端（音波探査記録） 
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←NW SE→ K-2 

B1w B2w C 

D1 

D2 

・Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端部にあたるＫ－２撓曲は，B2W層まで変形が
認められるが， B1W層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

SE→ ←NW 

約250m 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 
300m 

250m 

B1w 

B2w 

C 

D1 

D2 

K-2 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端（音波探査解析図） 
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S→ 

←N 

GC-S 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

G
C

-
S

 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端（音波探査記録） 

第297回審査会合 
資料3 P61加筆・修正 
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・Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端部にあたるＦＫＯ断層西方延長部において，
D2層上面以上の明瞭な変位やフラワーストラクチャーは見られず，断層活動を示唆する
変位や変形は認められない。 

ＦＫＯ 

西方延長部 S→ 

←N 

GC-S 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

BX 

C 

D2 

G
C

-
S

 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端（音波探査解析図） 

第297回審査会合 
資料3 P62 加筆・修正 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
（４）Ｆ－Ⅰ断層 
（５）Ｆ－Ⅱ断層 
（６）Ｆ－Ⅵ断層 
（７）Ｋ－５撓曲 
（８）Ｆ－①断層及びＦ－②断層 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
（５）隠岐北西方の断層 
（６）見島付近の断層 
（７）見島北方沖の断層 
（８）地蔵崎北東沖の断層 
４．敷地前面海域の地質層序 
５．敷地周辺海域の地質層序 
（１）鳥取沖 
（２）大田沖 
（３）その他海域 
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  活断層研究会編（1991）(3４)等で隠岐北西方の大陸斜面に示さ
れた断層（以下「隠岐北西方の断層」という。）について，海上保
安庁水路部（1980）（35）等の音波探査記録に基づいて，分布性状
及び活動性を検討した。 

 隠岐北西方の断層の位置図 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （５）隠岐北西方の断層 

隠岐北西方の断層の評価 

・隠岐北西方の断層については，海上保安庁水路部等の音波探
査記録によれば，文献で示されている断層の中央部及び南部
においては断層が認められない。 

・北部においては海上保安庁水路部の音波探査記録によれば，
約36km区間で一部に不明瞭な部分があり，活動が後期更新世
以降に及んでいる可能性のある断層も認められるが，敷地から
の距離を考慮すると，敷地に与える影響は小さいと判断される。  

第95回審査会合 
資料3-2 P61 加筆・修正 

HM-118 

HM-115 

GB-1S 
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・文献断層（撓曲）位置周辺には，海底下深部までに変位を与えるfon-1断層が認められる。 

・ fon-1断層は，海底下浅部には変位や変形を与えていない。  

HM-118 
[海保エアガン] 

←W 

E→ 

顕著な反射面 

7:00 

fon-1 

8:00 

 
 
 
 

約10ｋm 

FH4 

FAR3 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （５）隠岐北西方の断層 

隠岐北西方の断層の代表測線（音波探査解析図） 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万，1/300万による活撓曲 
FH ：海上保安庁水路部「海底地質構造図」1/20万による断層 

推定断層 

''
18

12

'
2

0
6

49
3

37
2

'

51 '

'

1

1

16

0 48

'

0 '23

V.E.≒26 

第95回審査会合 
資料3-2 P56 再掲 
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 文献断層（撓曲）延長部周辺において，海底下深部に変位や変形は認められない。  

←W 

E→ 

6:00 5:00 

 
 
 
 
 
 約10ｋm 

FAR3延長部 
HM-115 

[海保エアガン] 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （５）隠岐北西方の断層 

隠岐北西方の断層の北端（音波探査解析図） 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万，1/300万による活撓曲 

fon-1 
延長部 

''
18

12

'
2

0
6

49
3

37
2

'

51 '

'

1

1

16

0 48

'

0 '23

V.E.≒26 

第95回審査会合 
資料3-2 P58 加筆・修正 
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 文献断層位置周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）の上部に変位や変形は認められない。  

 

GB-1S 
[地調スパーカー] E→ 

6:00 

T 

Q 

←SW 

FH4 
FAR3 

6:20 

約2ｋm 

NE→ 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （５）隠岐北西方の断層 

隠岐北西方の断層の南端（音波探査解析図） 

顕著な反射面 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万，1/300万による活撓曲 
FH ：海上保安庁水路部「海底地質構造図」1/20万による断層 

40

1

25 12
''

18 54 13
8

'

5

60

'

'

2
45

3

'

44 '

0 '51

V.E.≒12 

←W 

第95回審査会合 
資料3-2 P60 再掲 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
（４）Ｆ－Ⅰ断層 
（５）Ｆ－Ⅱ断層 
（６）Ｆ－Ⅵ断層 
（７）Ｋ－５撓曲 
（８）Ｆ－①断層及びＦ－②断層 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
（５）隠岐北西方の断層 
（６）見島付近の断層 
（７）見島北方沖の断層 
（８）地蔵崎北東沖の断層 
４．敷地前面海域の地質層序 
５．敷地周辺海域の地質層序 
（１）鳥取沖 
（２）大田沖 
（３）その他海域 
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  脇田ほか(1992)等で島根県西部から福岡県沿岸の大陸棚に示された断層（以下「見島付近の断層」という。）につ
いて，海上保安庁水路部等の音波探査記録に基づいて，分布性状及び活動性を検討した。 

 見島付近の断層の位置図 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （６）見島付近の断層 

見島付近の断層の評価 

・見島付近の断層については，文献で示されている断層の中央部においては，海上保安庁水路部等の音波探査記録
によれば，中部更新統以上には連続性のある断層は認められない。 

・東部及び西部においては中部更新統以上に影響を与える数条の断層が認められるが，いずれも長さが短く，敷地
からの距離を考慮すると，敷地に与える影響は小さいと判断される。  

第95回審査会合 
資料3-2 P71 加筆・修正 

GD-16 

GD-36-2 

GD-20-2 
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約10ｋm 

GD-36-2 
[地調エアガン] ←NW SE→ 

Q層 

T層 

4:00 3:30 3:00 2:30 

T 

Q 

T 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

FGA3 FG7 

T 

T 

fmh-2 
fmh-1 

  文献断層位置周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）までに変位を，Ｑ層（中部更新統～完新統）までに変形を与
えるfmh-2断層と，Ｔ層までに変位を，Ｑ層の下部までに変形を与え，Ｑ層の上部には変位や変形を与えていない
fmh-1断層が認められる。 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （６）見島付近の断層 

見島付近の断層の代表測線-1（音波探査解析図） 

FGA ：地質調査所「日本地質構造図」1/300万による新第三紀の逆断層 
FG  ：地質調査所「広域海底地質図」1/100万による伏在断層及び推定断層 

推定断層 29
17

50

10

30

'

41
8

'

5 3

' '
47

1

2

1

'

40

'

'

340 '

V.E.≒18 

第95回審査会合 
資料3-2 P66 再掲 
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・文献断層位置周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）までに変位を，Ｑ層（中部更新統～完新統）の下部までに変
形を与えるfmh-8断層が認められる。 

・ fmh-8断層は，Ｑ層の上部には変位や変形を与えていない。  

約10ｋm 

GD-20-2 
[地調エアガン] SE→ 

Q層 

T層 

5:00 4:30 4:00 3:30 

Q 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

FG7 

T 

T 
fmh-8 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （６）見島付近の断層 

見島付近の断層の代表測線-2（音波探査解析図） 

FG  ：地質調査所「広域海底地質図」1/100万による伏在断層及び推定断層 

推定断層 

29
17

50

10

30

'

41
8

'

5 3

' '
47

1

2

1

'

40

'

'

340 '

V.E.≒18 

←NW 

第95回審査会合 
資料3-2 P68 再掲 
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・文献断層位置周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）までに変位を，Ｑ層（中部更新統～完新統）の下部までに変
形を与えるfmh-11断層が認められる。 

・ fmh-11断層は，Ｑ層の上部には変位や変形を与えていない。  

約10ｋm 

GD-16 
[地調エアガン] ←NW SE→ 

Q層 

T層 

0:30 1:00 1:30 2:00 

Q 

T 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

FG7 

T T 

fmh-11 

T 
T 

Q 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （６）見島付近の断層 

見島付近の断層の代表測線-3（音波探査解析図） 

FG  ：地質調査所「広域海底地質図」1/100万による伏在断層及び推定断層 

推定断層 

29
17

50

10

30

'

41
8

'

5 3

' '
47

1

2

1

'

40

'

'

340 '

V.E.≒18 

第95回審査会合 
資料3-2 P70 再掲 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
（４）Ｆ－Ⅰ断層 
（５）Ｆ－Ⅱ断層 
（６）Ｆ－Ⅵ断層 
（７）Ｋ－５撓曲 
（８）Ｆ－①断層及びＦ－②断層 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
（５）隠岐北西方の断層 
（６）見島付近の断層 
（７）見島北方沖の断層 
（８）地蔵崎北東沖の断層 
４．敷地前面海域の地質層序 
５．敷地周辺海域の地質層序 
（１）鳥取沖 
（２）大田沖 
（３）その他海域 
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  活断層研究会編
（1991）で見島北方沖
の大陸斜面に示された
断層（以下「見島北方
沖の断層」という。）に
ついて，海上保安庁水
路部等の音波探査記
録に基づいて，分布性
状及び活動性を検討し
た。 

 見島北方沖の断層の位置図 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （７）見島北方沖の断層 

見島北方沖の断層の評価 

・見島北方沖の断層については，海上保安庁水路部等の音波探査記録によれば，文献で示されている断層の東部
においては，中部更新統以上に連続性のある断層は認められない。 

・西部においては，海上保安庁水路部等の音波探査記録によれば，約38km区間で一部に不明瞭な部分もあるが，
中部更新統以上に影響を与えている断層が認められる。この約38km区間について，活動が後期更新世以降に及
んでいる可能性があるが，敷地からの距離を考慮すると，敷地に与える影響は小さいと判断される。  

第95回審査会合 
資料3-2 P81 加筆・修正 
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 文献断層位置周辺には，Ｑ層（中部更新統～完新統）までに変位を与えるfmn-1断層が認められる。  

約10ｋm 

GD-補29 
[地調エアガン] SSW→ 

Q層 

T層 

19:30 19:00 18:30 

18:00 

Q 

T 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

T 

fmn-1 

T 

T 

FAR5 

Q 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （７）見島北方沖の断層 

見島北方沖の断層の代表測線（音波探査解析図） 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万による活断層 推定断層 
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第95回審査会合 
資料3-2 P76 再掲 
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 文献断層位置及びfmn-1断層延長部周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）に変位や変形は認められない。  

 

約10ｋm 

GD-36-1 
[地調エアガン] SE→ 

15:00 
14:30 

14:00 

13:00 

Q 

T 

T 

FAR5 

fmｎ-1 
延長部 

15:30 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （７）見島北方沖の断層 

見島北方沖の断層の東端（音波探査解析図） 

Q層 

T層 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万による活断層 
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第95回審査会合 
資料3-2 P78 再掲 
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 文献断層延長部及びfmn-2断層延長部周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）に変位や変形は認められない。  

 

約10ｋm 

GD-補6 
[地調エアガン] 

←N 

S→ 

Q層 

T層 

5:30 

6:00 

6:30 

Q 

T 

T 

T 

Q 

fmｎ-2 
延長部 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （７）見島北方沖の断層 

見島北方沖の断層の西端（音波探査解析図） 

FAR  ：「新編 日本の活断層」１/100万による活断層 

推定断層 
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第95回審査会合 
資料3-2 P80 再掲 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
（４）Ｆ－Ⅰ断層 
（５）Ｆ－Ⅱ断層 
（６）Ｆ－Ⅵ断層 
（７）Ｋ－５撓曲 
（８）Ｆ－①断層及びＦ－②断層 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
（５）隠岐北西方の断層 
（６）見島付近の断層 
（７）見島北方沖の断層 
（８）地蔵崎北東沖の断層 
４．敷地前面海域の地質層序 
５．敷地周辺海域の地質層序 
（１）鳥取沖 
（２）大田沖 
（３）その他海域 
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  玉木ほか（1982）（36）

で鳥取県東部から島
根半島東部沿岸の大
陸棚に示された断層
（以下「地蔵崎北東沖
の断層」という。）につ
いて，当社及び海上
保安庁水路部等の音
波探査記録に基づい
て，分布性状及び活
動性を検討した。 

 地蔵崎北東方沖の断層の位置図 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （８）地蔵崎北東沖の断層 

地蔵崎北東沖の断層の評価 
第95回審査会合 

資料3-2 P89 加筆・修正 

・地蔵崎北東沖の断層については，当社，海上保安庁水路部等の音波探査記録によれば，文献に示されている断
層位置において，中部更新統以上に変位や変形は認められない。   

・地蔵崎北東沖の断層については，少なくとも後期更新世以降の活動は認められない。  
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 文献断層位置周辺には，Ｄ１層（中新統）に変位や変形は認められない。  

約500m 

C 

A 

D1 

15 14 13 12 11 10 9 8 16 17 

B 1E 

FGL6 

B 2E 

No.8 
[スパーカー] 

←N S→ 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （８）地蔵崎北東沖の断層 

地蔵崎北東沖の断層の代表測線-1：西部（音波探査解析図） 

FGL  ：地質調査所「海底地質図」1/20万による断層，伏在断層及び推定断層 
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第95回審査会合 
資料3-2 P86 加筆・修正 
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 文献断層位置周辺には，Ｄ１層（中新統）に変位や変形は認められない。  

C 

A 

D1 

7 8 9 10 11 12 6 5 

B 1E 

FGL6 

B 2E 

No.7BM 
[ブーマー] 

←N S→ 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （８）地蔵崎北東沖の断層 

地蔵崎北東沖の断層の代表測線-2：西部（音波探査解析図） 

FGL  ：地質調査所「海底地質図」1/20万による断層，伏在断層及び推定断層 
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 文献断層位置周辺には，Ｔ層（中新統～下部更新統）に変位や変形は認められない。  

 

約10ｋm 

GB-113-2 
[地調エアガン] ←NE SE→ 

Q層 

T層 

7:30 7:00 6:30 6:00 

Q 

Q層 中期更新世～完新世 

T層 中新世～前期更新世  

Q 

T 

FGL6 

T 

T 

FGA1 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （８）地蔵崎北東沖の断層 

地蔵崎北東沖の断層の代表測線-3：東部（音波探査解析図） 

FGA ：地質調査所「日本地質構造図」1/300万による新第三紀の逆断層 
FGL  ：地質調査所「海底地質図」1/20万による断層，伏在断層及び推定断層 
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第95回審査会合 
資料3-2 P88 加筆・修正 
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